
課題関連チェック（１）「情報科」とは何か

　番号：　　　　　　　　　名前：　　　　　　　　　

指示：次の空欄を埋めよ。ただし，空欄に(i)などの記号がある箇所は，前出の同じ語句
があてはまる。※満点（３０点）になったと思った時点で提出すること。

　「情報科」とは，(a)　　　　　年４月から(b)　　　　　の高等学校で始まる新教科の

名称である。普通教科「情報」では(c)　　　　　，(d)　　　　　，(e)　　　　　の３科

目（いずれも(f)　　単位）のうち(g)　　つを履修することが義務づけられる（つまり(h)

　　　　　科目となる）。

　専門教科「情報」が新しく設けられるということは，情報を専門的に学ぶ(i)　　　　　

高校をつくることができることを意味する。つまり，従来の工業高校(j)　　　　　科や商

業高校(k)　　　　　科で行ってきた情報教育を発展させて情報に関する　(i)　教育が行

えることになる。専門教科「情報」では，(l)　　　　　　　　　，(m)　　　　　　　，

(n)　　　　　　　　の３分野に合計(o)　　科目が置かれることになる。上記の教科新設

に対応して，情報科の免許が大学の情報関連学部において，(p)　　種類取得できること

になった。

　普通教科「情報」の目的は，情報(q)　　　　　能力を育成することである。その構成

要素として，文部科学省は，(r)　　　　　　　　　　　，(s)　　　　　　　　　　　，

(t)　　　　　　　　　　　の３つを掲げている。実習的な要素も重視され，　(c)　では

全時間数の(u)　　　　　以上，　(d)　と　(e)　では，全時間数の(v)　　　　　以上を

実習にあてるように義務づけられている。その他に，他の教科の学習指導要領では見られ

なかった特徴として，普通教科「情報」の指導要領には(w)「　　　　　　　　　する学

習」や(x)「　　　　　　　　　　する学習」などのキーワードが内容の取り扱いに盛り

込まれ，従来の講義形式の授業とは違う教育方法が求められていることを示唆している。

　また，普通教科「情報」は，中学校の(y)　　　　　　科で内容が大幅に充実し，必修

となった領域(z)　　　　　　　　　の延長戦上にあることから，普通教科「情報」を担

当する教員は，その内容にも精通しておく必要がある。

得点（自己採点による）：確実に　　　／26はあっていると思う（講義時点）。

一言コメント：

　自作問題：その他の重要アイテムを空欄にした問題を裏に作成せよ（最低４語）。
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